
（
防
除
の
公
示
）

（
防
除
の
公
示
）

第
十
六
条

法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

利
用
そ
の
他
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
六
条

法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
、
官
報
に
掲
載
し
て
行

う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
十
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
新
設
）

（
防
除
の
公
示
事
項
に
関
す
る
同
意
）

（
法
第
十
三
条
第
四
項
の
証
明
書
の
様
式
）

第
十
七
条

法
第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
を
得
る
場
合
に
は
、
同
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を

明
示
し
て
書
面
又
は
電
磁
的
方
法
に
よ
る
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
七
条

法
第
十
三
条
第
四
項
の
証
明
書
の
様
式
は
、
様
式
第
四
の
と
お
り
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
新
設
）

（
補
償
請
求
書
）

（
補
償
請
求
書
）

第
十
八
条

法
第
十
四
条
第
二
項
（
法
第
十
七
条
の
三
第
三
項
又
は
法
第
十
七
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
補
償
の
請
求
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
提
出
し

て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
十
八
条

法
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
補
償
の
請
求
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求

書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

第
二
十
条

（
略
）

第
二
十
条

（
略
）

２

法
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
主
務
大
臣
等
が
督
促
状
に
よ
り
指
定
す
る
期
限
は
、
督
促
状
を
発
す
る

日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
上
経
過
し
た
日
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

３

法
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
主
務
大
臣
等
が
徴
収
す
る
延
滞
金
の
額
は
、
負
担
金
の
額
に
、
年
十
・

七
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
額
と
す
る
。

（
新
設
）

第
二
十
一
条

前
条
の
規
定
は
、
法
第
十
七
条
の
二
第
五
項
又
は
法
第
十
七
条
の
四
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
が
行
う
負
担
金
の
徴
収
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
一
条

法
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
主
務
大
臣
等
が
督
促
状
に
よ
り
指
定
す
る
期
限
は
、
督
促
状

を
発
す
る
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
上
経
過
し
た
日
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
防
除
の
確
認
及
び
認
定
の
基
準
）

第
二
十
二
条

法
第
十
七
条
の
四
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
と
す
る
。

第
二
十
二
条

法
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
主
務
大
臣
等
が
徴
収
す
る
延
滞
金
の
額
は
、負
担
金
の
額
に
、

年
十
・
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
額
と
す
る
。

一

確
認
又
は
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
防
除
の
実
施
期
間
が
、
十
年
以
下
で
あ
る
こ
と
。

（
新
設
）

二

設
置
し
た
捕
獲
器
具
等
を
適
切
に
管
理
で
き
る
体
制
の
確
保
等
の
錯
誤
捕
獲
及
び
事
故
の
発
生
防
止
に
万

全
の
対
策
を
講
じ
、
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、捕
獲
等
を
行
う
区
域
に
お
け
る
静
穏
を
保
持
す
る
こ
と
。

（
新
設
）

三

事
前
に
関
係
地
域
住
民
等
へ
の
周
知
を
図
る
こ
と
。

（
新
設
）

四

法
に
基
づ
く
防
除
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
携
帯
す
る
こ
と
。

（
新
設
）

五

防
除
に
よ
る
効
果
と
地
域
の
生
態
系
へ
の
影
響
を
比
較
考
量
し
、
地
域
の
生
態
系
へ
の
影
響
が
必
要
最
小

限
と
な
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

（
新
設
）

六

防
除
を
行
う
区
域
に
お
け
る
防
除
の
対
象
と
な
る
特
定
外
来
生
物
の
生
息
状
況
又
は
当
該
特
定
外
来
生
物

に
よ
る
被
害
状
況
の
調
査
を
行
う
こ
と
。

（
新
設
）

七

防
除
実
施
計
画
書
（
第
二
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
防
除
実
施
計
画
書
を
い
う
。
第
十
六
号
に
お
い
て

同
じ
。）の
範
囲
内
で
捕
獲
個
体
の
飼
養
等
を
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
た
め
の
施
設
の
構
造
及
び
強
度
並
び
に

そ
の
細
目
に
つ
い
て
、
第
五
条
第
一
項
第
一
号
の
基
準
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
主
務
大
臣
が
告
示

で
定
め
る
基
準
の
細
目
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
捕
獲
個
体
を
わ
な
等
に
入
れ
た
ま
ま
で

一
時
保
管
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
逸
出
防
止
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
き
は
こ
の
限
り
で
は
な

い
。

（
新
設
）

八

捕
獲
個
体
に
つ
い
て
、
処
分
の
た
め
の
必
要
最
小
限
の
一
時
的
な
保
管
又
は
運
搬
以
外
の
飼
養
等
に
当
た

る
行
為
を
飼
養
等
の
許
可
な
く
行
わ
な
い
こ
と
。

（
新
設
）
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